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（３）衛星バス技術

　我が国においては、これまでの衛星開発により各種の衛星バス技術を蓄積して

きた。今後、これらの衛星バスと共通の技術を活用した共通的な衛星バスを採用

することにより、地球観測衛星やミッション実証衛星の開発等を行うに当たって

の開発リスクやコストの低減を図る。さらに、衛星バスの要素機器について、そ

の標準化、汎用部品の宇宙転用等の実証を行う。
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Ｈ－Ⅱロケット５号機による通信放送技術衛星（ＣＯＭＥＴＳ）の打上げ結果の評価に

ついて（宇宙開発委員会技術評価部会報告書概要）

平成１１年５月１９日

宇 宙 開 発 委 員 会          

技術評価部会事務局          

Ⅰ　衛星の概要

１　目的

・高度移動体衛星通信、衛星間通信、高度衛星放送の新技術の開発、実験実証

・大型静止衛星の高性能化技術の開発、実験実証

２　特徴（図－１）

・三軸姿勢制御方式の静止衛星、静止軌道初期重量は約２トン

・２翼式展開収納型フレキシブル太陽電池パドル（ 展開時、各翼約３ｍ×１４ｍ）

・２液式１７００Ｎ統合型推進系

・Ｋａ（２１ＧＨｚ）帯２００Ｗ級、ミリ波（４４ＧＨｚ）帯２０Ｗ級進行波管増

幅器（ＴＷＴＡ）搭載

３　打上げ・軌道変更等経過（図－２）

①平成１０年２月２１日、Ｈ－Ⅱロケット５号機は、打上げ後、第２段エンジン早

期燃焼停止により、ＣＯＭＥＴＳの静止トランスファー軌道への投入に失敗（遠

地点高度約１９００ｋｍの低高度楕円軌道に投入）

②３月１５日から５月３０日にかけて、７回計約５０分のアポジエンジン噴射によ

り軌道変更（遠地点高度約１８０００ｋｍの実験運用軌道に投入）

③６月１１日から平成１１年１月３１日にかけて、初期機能確認、定常段階運用を

実施

Ⅱ　打上げ結果の分析等

１　四酸化二窒素（ＮＴＯ）タンク温度テレメトリ異常

（１）ＮＴＯタンク温度テレメトリの概要（図－３）

　温度センサは、ＮＴＯタンクのガス側と液側の２カ所に取り付けられ、タンク
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圧力テレメトリと共に主としてタンク内のＮＴＯの残量をモニタ。

（２）異常の状況等

　第１回軌道変更運用開始時に、ＮＴＯタンク上流の高圧パイロ弁を火工品点火

により開とした直後、ＮＴＯタンク２温度センサ２（ガス側）の表示が＋１７℃

から－２２℃に変化。

（液側ポートでガス側のモニタが可能な状況だったこと、推進系全体は正常と判

断できたことから、軌道変更運用を継続）

（３）異常原因の推定

　パイロ弁の開に伴いＮＴＯタンクが加圧膨張し、タンク上に取り付けた温度セ

ンサー又はハーネスに衝撃が加わり断線。

（４）今後の対策

・Ｘ線検査等による、内部リード細線の潜在的な断線の抽出

・配線において、充分なストレスリリーフを設けて実装

２　衛星間通信パイロット受信機（ＰＩＬＲＸ）テレメトリ異常

（１）ＰＩＬＲＸテレメトリの概要（図－４）

　ＰＩＬＲＸは、実験用地上局からのパイロット基準信号を受信し、２０ＭＨｚ

基準信号を生成。ＰＩＬＲＸ内部基準信号と受信信号の周波数差がループエラー

としてテレメトリに出力。

（２）異常の状況

　定常段階運用時に、ＰＩＬＲＸのＡ系ループエラーテレメトリが、約＋３ＭＨ

ｚの一定値を示し、各中継器の出力信号も周波数が一定とならない掃引状態とな

った。

（このため、ＰＩＬＲＸをＡ系からＢ系に切り替えて通信実験を継続。）  

（３）異常原因の推定

　安定化電源ＩＣの故障により、－１０Ｖ電源電圧が低下し、２０ＭＨｚ基準信

号に異常が発生。

（４）今後の対策

　今後、衛星に搭載する安定化電源ＩＣの品質管理、部品の検査の徹底。

３　静止軌道に投入されなかったために生じたと推定される異常

（１）レート積分ジャイロ出力異常（図－５）

・３チャンネルのうち２チャンネルに出力が一定値となる異常が発生したが、
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電源をＯＮ／ＯＦＦすることにより復帰。

・内部の積分回路が放射線に起因するノイズを受けて発振状態となり、その出力

が後段のバンドパスフィルターにより遮断されたため、出力値として一定とな

ったものと推定。

（２）テレメトリ・コマンドに関する異常（図－６）

・初期機能確認中、テレメトリ・コマンド入出力回路ＯＮ／ＯＦＦに係るフォト

カプラに動作異常が発生。冗長系に切り替えることなどにより試験等を実施。

・投入された低軌道上で、設計値より著しく大量のプロトンを被爆し、フォトカ

プラの発光／受光素子が劣化し電流伝達比が低下したため、入出力回路に異常

が発生したものと推定。

（３）１Ｎスラスタ動作異常（図－７）

・第２回軌道変更後、１Ｎ４Ａスラスタ噴射パルス数が著しく増大したため、Ａ

系からＢ系に切り替えたところ、正常に復帰。

・低軌道に投入されたため、太陽捕捉モードによる姿勢制御を長時間続け、４Ａ

スラスタの累積噴射回数が増大。結果、フィードチューブの温度が上昇し、そ

の中で推薬が分解して、推力低下を生じた（サーマルチョーク現象を誘発した）

ため、姿勢制御に要する噴射回数が急激に増大したものと推定。

４　顕著な成果

（１）２液式１７００Ｎ統合型推進系（図－８）

　国際的にも技術的水準の高い１７００Ｎ級の２液式推進系について、平成６年

８月のＥＴＳ－Ⅵにおける事故への対策を実現するとともに、調圧ブローダウン

方式の採用、姿勢制御系との統合等により性能・搭載性の向上、軌道上デブリ発

生の抑制を図って、宇宙実証に成功。技術的に着実な前進。

（２）展開収納型フレキシブル太陽電池パドル（図－９）

　国際的にも実績の少ない再収納機能のあるフレキシブル太陽電池パドルについ

て、過去のＳＦＵの収納異常への対策を適切に実施し、軌道上で７回の展開収納

を行い、展開収納に係る技術的な安定性が宇宙実証。打上げ前計画以上の技術的

成果。

（３）２１ＧＨｚ帯、４４ＧＨｚ帯ＴＷＴＡ（図－１０）

　２１ＧＨｚ帯における世界 高出力である２００Ｗ級ＴＷＴＡ、世界的に数の

少ないミリ波帯のＴＷＴＡの宇宙実証に成功。技術的に大きな前進。



4

Ⅲ　総合意見

・ＣＯＭＥＴＳは、投入された軌道が衛星の設計上考慮した放射線環境よりも厳しか

ったことなどから、衛星バス機器にいくつかの異常が生じたものの、いずれの異常

についても原因の究明を行い、適切な処置をとったことから、楕円軌道において２

０項目以上の実験を実施。

・軌道変更においては、過去の衛星等の異常原因への対策を施して開発した大出力統

合推進系の１７００Ｎアポジエンジン機能、フレキシブル太陽電池パドルの収納展

開機能を宇宙実証するとともに、楕円軌道における実験運用の範囲においては、２

１ＧＨｚ帯２００Ｗ級、４４ＧＨｚ帯２０Ｗ級ＴＷＴＡの基本的性能を確認。

・ＣＯＭＥＴについては、Ｈ－Ⅱロケットによる静止トランスファー軌道投入に失敗

したため、所期の目的である静止軌道上での衛星通信・放送技術の実験・実証を行

うことはできなかったものの、当初計画にない多数回の軌道変更を行い、可能な限

りの実験を実施し、衛星バス機器及びミッション機器の重要な要素技術について基

本的な機能性能を実証確認するなど一定の成果を上げたものと評価。



図－１　ＣＯＭＥＴＳの形状




